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ヴァルター・ベンヤミンは、映画の幻影性が二次的に獲得されたものである  

ことを指摘して、次のように論じる［ベンヤミン19951占現代人にとって、  

機械装慣によっておこなわれる映像の二次的な加工は、現劣性をもっための決  

定的な意義をもつ。しかしながら、観客が横根装置から解放されたと信じてい  

る現爽の姿を観ることを可能にしているのは、映画の措毎が榛枕装置を徹底附  

に使い込むことによって達成されるという一種の逆説による。彼は隠喩を用い  

て説明する。線形技師（Operat9r）とその作品セある映画の組み合わせを、  

Operatorの同音異義語としての執刀医と外科手術の観み合わせに、隠喩的想 

像力を用いて結びつける。撮影技師／外科医／映画という系列を、別系列の隠  

喩的連関である画家／呪術師／絵画と対比的に論じることで、一種の比較詮的  

考察をおこなうのだ（表1）。   

思いつきとして打ち捨ててよい痕跡のような考察。コンピュータグラフィク  

ス（CG）の発達によって、高度な映像創造の技術が仮想現実を立派な現実の  

仲間に付け加えた彼の世界では、事態はベンヤミンの予言を成就して余りある  

ものだ。もはや彼が持ち出した考察の補助線は今や不要になったかのように思  

ー87－   










































